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MySQL + ER-Builder 評価ガイド 

2007/05/15 TechKnowledge 

概要 

 

ER-Builder はオープンソース系のリレーショナルデータベースに対応しています。このド

キュメントは利用される機会の多い MySQL と ER-Builder の利用方法をガイドします。オ

ープンソース系のデータベースが実務に使われるようになって久しいですが、既存のデー

タベースからER 図やスキーマをドキュメントとして残す方法としてER-Builderでリバー

ス生成するポイントを簡単に解説いたします。 

 

評価環境 

 

このドキュメントでは OS として Windows XP を前提として記載しています。Windows 

2003, Windows Vista など Microsoft 系 OS であれば同様の手順で評価いただけます。 

 

 

ファイルダウンロード 

 

今回の評価で必要となる MySQL と ER-Builder をダウンロードする方法を説明します。

MySQL を既にインストール済みであればこのセクションはスキップしてください。 

 

Windows XP 用の MySQL は以下からダウンロードできます。 

 

http://www.mysql.org/downloads/mysql/5.0.html#win32 

 

バージョンは現時点(2007/5)でβのついていない 5.0.x を使ってみます。Windows 32Bit

の MSI インストーラー版が簡単にインストールできますので画面のリストの２番目の

Zip/Setup.EXE のリンクをクリックします。ミラーサイトにリンクされますので日本のサ

ーバーを選択してダウンロードしてください。 
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ダウンロードファイル名は、mysql-5.0.41-win32.zip のようになります。ダウンロードす

る次期により、マイナーバージョンカウント(5.0.xx の xx 部分)は異なりますが今回の評価

実行に影響するようなことはありません。 

 

次に本製品 ER-Builder のトライアル版を以下からダウンロードしてください。 

 

http://www.techknowledge.co.jp/trial/erb100.zip 

 

本ドキュメントでリバース対象とする DB を作成する SQL DDL は以下からダウンロード

してください。 

 

http://www.techknowledge.co.jp/trial/mysql_eval.sql  

 

以上でファイルのダウンロードは完了です。 

 

 

MySQL のインストール 

 

ダウンロードファイル mysql-5.0.41-win32.zip のようになります。Zip を解凍し setup.exe

を実行します。セットアップはセットアップタイプは”typical”を選択し、すべてデフォルト

を選択してインストーラーの指示に従ってください。最後のサーバーの設定になりますが

そちらもデフォルトで問題ありません。 

 

 

ER-Builder のインストール 

 

ER-Builder のインストールも erb100.zip を解凍して得られる setup.exe を実行するだけで

す。セットアップはすべてデフォルトを選択してインストーラーの指示に従ってください。 

 

http://www.techknowledge.co.jp/trial/erb100.zip
http://www.techknowledge.co.jp/trial/mysql_eval.sql
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評価用 DB の作成 

 

手順を簡略化するためにデフォルトの root ユーザー、パスワード設定は無い状態で説明を

すすめます。 

 

1. スタートメニューから コマンドプロンプトを開きます。 

 

2. mysql の実行ファイルへのパスは無いのが通常なので、実行ファイルパスへカレントデ

ィレクトリを変更します。 

cd “c:¥Program Files¥Mysql¥bin 

 

3. コマンドプロンプトで以下をタイプし mysql コマンドを実行します。コマンドの後は

Enter キーを押します。 

mysql –u root –p 

パスワードプロンプトには MySQL インストール時に設定したパスワードを入力しま

す。 

 

4. データベースを作成します。以下をタイプします。 

create database eval; 

 

5. データベースを選択します。 

use eval; 

 

6. 評価用 DB 定義 SQL を実行します。以下は SQL ファイルを c:¥tmp ディレクトリにし

ています。ダウンロード時に保存したディレクトリを指定してください。1 

source c:¥¥tmp¥¥mysql_eval.sql 

 

7. コマンドが実行されて OK が出たことを確認し mysql クライアントを終了します。以

下をタイプします。 

quit; 

 

 

                                                   
1 パス指定時にはバックスラッシュを(日本語 OS では¥)をエスケープする必要があるよう

です。 
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ER-Builder の起動 

 

ER-Builder の初回起動時にはライセンス問い合わせ画面が表示されます。お客様のメール

アドレスとライセンスキーを入力します。製品シリアル番号とライセンスキーをゼロ入力

するとトライアル版として動作します。入力された情報はインストールされた PC に保持さ

れますが、ネットワークで外部サーバーなどに送信することはありません。 

 

 

 

 

ER-Builder リバースツール 

 

今回は MySQL のリバースツールを起動し ER 図を作成してみます。ツールバーの左から

４番目をクリックするとデータベース名のドロップダウンメニューが表示されます。一番

上の MySQL を選択します。 
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次に MySQL への接続情報を入力する画面が表示されます。同じ PC のサーバーなので(ロ

ーカルホスト)サーバー名はブランクとします。前のステップで作成したデータベース名 

eval を入力し、ユーザーを root パスワードはインストール時に設定した値を入力し、OK

ボタンをクリックします。 

 

 

 

接続が正常ならばテーブルのリストが以下のように表示されます。すべてのテーブルにチ

ェックがついている状態で OK ボタンを押すとリバース解析が開始します。接続が出来な

い場合は MySQL サーバーが開始していない事が多いようです。サーバーが開始していな
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い場合はコントロールパネルの「サービス」から MySQL サーバーの動作状態を確認して

ください。 

 

 

リバース解析が終わると以下のような画面が表示されます。 
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テーブルの表示順序はアルファベット順になっているので、依存関係が分かりやすくなる

ように、マウスでエンティティをドラッグ移動し、整形します。 

 

 

 

ER 図のプロパティを変更することでいろいろな ER 図表示を得ることができますので、さ

らに凝った ER 図が必要な場合にはエンティティの描画系プロパティを変更して確認して

みてください。 

 

次にエクセルにエンティティ情報を出力してみます。表示メニューからエクセル表示を選

択します。 

 

 

 

エクセル出力オプションを指定する画面が表示されます。アプリケーション名など必要に

応じて入力してください。 
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OK ボタンをクリックすると Excel ファイルの生成が始まります。すこしお時間がかかりま

すが、完了すると Excel が起動します。以下は最初の画面のエンティ一覧シートです。 
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以下はテーブル定義内容のシートです。（トライアル版ではシートは合計３枚まで生成とい

う制約がありますのでご注意ください） 

 

 

 

 

終りに 

 

当評価ガイドでは概要簡単に利用方法をご説明しました。ER-Builder はエンティティ表示

方法など詳細な設定ができますので詳細は製品マニュアルをご参照のうえご評価いただけ

ますようお願いいたします。 

以上 

 

 


